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ライムギ・ オォムギによるホールクロップサイレージの生産と利用について
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(岩手県畜産試験場 )
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牧草の跡にトウモロコシを作る作付方式に,さ らにムギ

を組み合せてホールクロゥブでサィレージ材料とすること

について,栽培と調製技術の面から検討したので, その概
要を報告する。

試 験 の 方 法

1 栽培法 :岩手県畜試のトウモロコン収穫跡の24Mの
園場を用いた。堆屁肥を約15t/ha散布した後に,デスタ

プラウで割起し,デスクハローとッースハローで整地した。

施肝 播種は1975年 9月 m日 に,43条 ドリルシーダーで

行なった。 1巴料は14 18・ 14化成を56"/10a, ライムギ
の種子は「 ペトクーザ」を10″ /10a,ォ ォムギでは「 東北

皮 14号 」を6り/10a播種した。追肥は翌春 4月 7日 に双方

とも硫安14均/1oaを施した。

2 収穫 。調製法 :1,76年 5月 60日から7月 8日 に渡 り,
出穂期から黄熟期までの材料を細断できるシリング型フォ

ーレージ´ヽ一ベスタを用いて収獲した。収穫物は,大きさ
約25π X 8■ で10ト ン程度のビニール・スタックサイロに

貯蔵 した。 るコ程度の大型古タイャを加圧材として使用し
た。

3 評価法 :生産量は大型機械で収穫できた乾物収量と
した。サイレージは 1976年 10月 から1977年 2月 に渡り開封

し, フリーク法による発酵品質と通常の方法による六成分

の分析で品質評価をした。さらに,近くの滝潟付農協の賃
耕料などを参考として,生産費用を検討した。

結 果 お よ び 考 察

1 生育ステージと収量などの変化
家畜の粗飼料としての作物は, ホールタロップとして高

い乾物収量と同時にェネルギー収量も高いことや,作付体
系の面からは作季の短いことが要求される。図 1に は, ラ

イムギとォォムギの生育や登熟の変化と,草丈やホールタ
ロゥプの合水率や乾詢生育量の経時変化を示した。

岩手県滝沢において, ライムギの黄熟醐は 7月 8日 であ

り,ォ ォムギでは2週間ほど早いる月22日 であった。この

ことから, とりわけォォムギを用いてホールクロップサィ

レージを調製しようとする場合に,ォーチャードグラスを

主体とする 1番牧草と収穫期で競合することが予想された。

黄熟期における乾物生育量は,ラ イムギで 1.423り/10a

であり, ォォムギでは 1,242榜/10aであった。ォォムギの

初期生育は不良であったが, 乳熟期から黄熟期までの増大

が急であった。黄熟期の現物重量比による部位別割合は,

ライムギでは穂 2ア
`籠
,葉身40%,茎および葉輸689%で

あり, ォォムギでは穂が4Q5%, 葉身 128%,茎および葉
輸46フ ¢であった。
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図 1 生育ステージと収量などの変化

注 表中,いずれも上位がライムギ,
下位がォォムギ

2 作業の能率など
表 1は ,材料別の収穫におけるハ=ベスタの有効作業と,

トラク,3台 と作業人員 9人の組作業におけるサインーシ
調製までの実際作業能率を比較したものである。ライムギ

は開花期以降での倒伏が多く,有効作業幅を小さくして,
また作業効率を低くして実作業能率へも影響した。オォム

ギでは作業効率が高く,実作業能率を高くした。

表 2は, シリンダ型フォーレーンバーペスタを用いた場

合の収穫作業の精度である。ライムギの角伏による作業精

度への影響は大きく,糊熟期の回枷 穫率は約77%と 低か

った。一九 ォオムギではほとんど損失がみられず, 1番

牧草などよりも高い精度で収穫された。
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表 1 材料の生育段階と収穫作業能率
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ライムギ出穂期

″ 乳熟期
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148
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248
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オオムギ糊熟期 160 080 0340

栽培作業においては,ラ イ

の機械と方法,能率で行なう

ムギとオオムギとも全く同一

ことができた。

注.シ リング型ハーペスタ(NH 717),4輪 トレー
ラー3台使用。スタッタサイロとして貯蔵。

表 2 大型′ヽ一ベスタによる収穫率の比較

3 サイレーンの品質について

登熱の異なる材料によってスタックサイロで調製したサ

イレージの品質を比較した(表 3)。 有機酸分析による評

価では, ライムギの出穂期材料によるもので,開封 3週後

で品質低下が認められた力ヽ 乳熟期以降の材料のものでは,

開封直後と開封 3～ 5週後とも高い評点を示した。オオム

ギでは穂重量が大きく, NFEが 高かったが, 発酵品質で

はライムギを上回る差はみられなかった。

表3 材料Blの サイレージの品質 (有機酸 )

表 4に は,材料別サイレーンの乾物中の養分組成を示 し

た。ライムギの登熟が進むほどNFEの増加がみられ,糊

熟期では乾物中に525,で あった。同期のオオムギのNFD

は4,8チであり, さらに高い割合を示した。

表4 材料Blサイレージの養分組成  (乾物中多)

表 5は,作業投下労力や資材量と生産調製量の実績から,

調製量当たりの経費を材料81に比較したものである。作業

費用は滝沢村農協の賃耕料計算の基準を参考にして算出し

た。材料間の費用の差は,収穫蠍の違いと調製作業能率の

差によった。同様計算によると,年間 3回で 1,100"′10a

を調製したグラスサイレージでは乾物当たり費用おお円と

なり,ま た0.“ 0ん″
'Oaの
トウモ●コツサイレージでは2607

円であった。表 5から,糊熟期のライムギはな 02円 ,オ オ

ムギで2261円 であり,登熟の進んだムギのホールクロップ

サイレージとしての利用, とりわけオオムギでは費用上で

の有利性が得られた。

表 5 材料,1の 栽培・調製費用の比較

ムギを糊熟期・黄熟期にホールクロップで収穫すると,

トウモロ
'シ
や年 3回利用の牧草と同等かそれ以上の収量

が得られることが明らかとなり, 糖類の割合が高くエネル

ギー収量でも優れていることが推測された。サイレーシ化

においては,良質発酵が促進され,開封給与中の二次発酵

の発生も低かった。特にォオムギの場合は, 子実あるいは

糖類含有の割合が高く,大型機械使用における収穫調製の

作業適性に優れ,生産費用の点でも有利であった。

問題点としては, ライムギの倒伏にょる収穫損失の拡大

や, ォォムギでは 1番牧草と収穫期で競合することなどが

知られた。
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